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永井 廉
れん

寿
じゅ

 さん 
21歳　（父：寿一さん）

田原 翔
しょう

太
た

 さん 
26歳　（伯父：茂さん）

あさぎり町で頑張っている

新規就農者紹介

免田東（久鹿）

令和3年 4月

祖母、父、母

葉タバコ305a、水稲300a

草払い

早く仕事を覚える

地 区

就農した年月

家 族 構 成

作っている作物

これからの目標

今現在の取り組み

須恵（寺池）

令和3年 5月

祖父母、伯父、

水稲830a、繁殖雌牛 48頭

子牛が生まれてから出荷する
までの管理方法の改善

経営を安定させる為に繁殖雌
牛の増頭
作業の効率化や省力化を図る
為の設備投資

地 区

就農した年月

家 族 構 成

作っている作物

これからの目標

今現在の取り組み

《農業に対する気持ちを一言》
頑張ります！

《農業に対する気持ちを一言》
少子高齢化や農業イコール３Ｋのイメージで若者離
れが進んでいる為、農業に対するイメージを少しで
も良くしていけるように頑張っていきたいです！
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尾方 重
しげたか

敬 さん 
22歳　（父：重信さん）

福屋 直
なお

希
き

 さん 
21歳　（父：栄二郎さん）

北﨑 幹
かん

太
た

 さん 
24歳　（父：一英さん）

上南（麓）

令和元年４月

父、母

繁殖牛

牧草 80a、母牛23頭

全国の人に満足していただける
肉を生産し、美味しい！！と思っ
てもらえるようになりたい。

地 区

就農した年月

家 族 構 成

作っている作物

これからの目標

経 営 面 積

岡原南（斉堂）

令和3年 4月

父、母

葉タバコ270a、秋メロン17a、
水稲56a、ＷＣＳ736a

葉タバコの増反、農地の管理

一年間、葉タバコの仕事を見た
ので、来年は収穫作業から出来
るよう学びたいです。

地 区

就農した年月

家 族 構 成

作っている作物

これからの目標

今現在の取り組み

深田西（新）

令和3年 3月

祖父母、父、母

サツマイモ、
繁殖和牛（親牛 49頭）

サツマイモの収穫、肉用牛繁殖

繁殖牛の増頭、増産、
サツマイモの生産性の向上。

地 区

就農した年月

家 族 構 成

作っている作物

これからの目標

今現在の取り組み

《農業に対する気持ちを一言》
父から始めた家業を自分の手で大きくして、人吉・
球磨で誇れる農家になりたい。

《農業に対する気持ちを一言》
農大で学んだことを生かして、地域貢献される農
家になりたいです！

《農業に対する気持ちを一言》
少しでも早く一人前になれるよう頑張ります！
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令
和
３
年
の
４
月
13
日
よ
り
、

新
し
く
農
業
委
員
に
な
ら
れ
た

10
名
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

宮
原
範の

り
ゆ
き行

西
野
雅ま

さ
の
り倫

中
村
好よ

し
ふ
み文

特集

❶
担
当
地
区　

❷
経
営
内
容　

❸
趣
味
・
特
技

❹
農
業
委
員
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の
抱
負
に
つ
い
て
、

訪
ね
て
み
ま
し
た
。（
議
席
番
号
順
）

中
村
幸こ

う

二じ

❶
石
坂
・
永
山
・
狩
所
・

皆
越

❷
水
稲
・
ト
マ
ト
・
キ
ュ

ウ
リ
・
ズ
ッ
キ
ー
ニ
・

大
麦

❸
ド
ラ
イ
ブ
・
ラ
ジ
オ
・

土
俵
入
り

❹
農
地
活
用
に
尽
力
し
ま

す
。

❶
桧
山
・
竹
野
（
溝
下
）

❷
水
稲
・
菊
・
メ
ロ
ン
・

麦
❸
ド
ラ
イ
ブ

❹
農
地
活
用
に
尽
力
し

ま
す
。

❶
阿
蘇

❷
水
稲
・
葉
タ
バ
コ
・

イ
ン
ゲ
ン

❸
釣
り

❹
農
業
委
員
会
の
業

務
を
頑
張
り
ま
す
。

❶
井
上
・
下
永
里
・
永
里

❷
水
稲
・
葉
タ
バ
コ
・

き
ゅ
う
り
・
ご
ぼ
う
・

里
芋

❸
登
山
・
釣
り

❹
ま
だ
一
年
目
で
勉
強
で

す
が
、
あ
さ
ぎ
り
町

の
農
業
の
為
、
役
に

立
つ
様
頑
張
り
ま
す

❶
榎
田
・
上
永
里

❷
水
稲
・
葉
タ
バ
コ

❸
釣
り

❹
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後

も
先
輩
委
員
の
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
委
員
活

動
を
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

土
屋
正ま

さ
の
り則

こ
う

じ
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谷
川
新し

ん

二じ

竹
下
正ま

さ
お男

緒
方
信し

ん
ぞ
う三

❶
柳
別
府
・
堀
の
角

❷
水
稲
・
麦
・
Ｗ
Ｃ
Ｓ
・

飼
料
作
物

❸
D
V
D
鑑
賞
・
釣
り

❹
分
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
皆

さ
ん
の
為
に
な
れ

る
よ
う
委
員
活
動

を
頑
張
り
ま
す
。

橋
口
京き

ょ
う
み美

❶
古
草
城
・
明
廿
・
新

（
新
深
田
）

❷
ハ
ー
ブ
・
草
花
・
農

家
民
宿

❸
読
書
・
神
社
仏
閣
巡

り
・
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
・
植
物
雑
貨

❹
農
業
の
大
変
さ
を
改

め
て
感
じ
て
い
ま

す
。
農
業
は
生
き

る
為
の
食
を
生
み

出
す
源
だ
と
い
う

こ
と
を
糧
に
、
女

性
目
線
で
頑
張
り

ま
す
。

❶
下
里
・
内
山
・
新
（
鷺

巣
）・
植
の
里

❷
ニ
ン
ニ
ク
・
黒
ゴ
マ
・

薬
草

❸
料
理
・
弓
道
（
錬
土

五
段
）

❹
耕
作
放
棄
地
を
増
や

さ
な
い
よ
う
に
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

❶
平
和
・
神
殿
原　

❷
茄
子
・
ト
マ
ト
・

　

ス
イ
カ

❸
釣
り
・
野
菜
苗
の

　

接
ぎ
木
な
ど

❹
少
し
で
も
皆
様
の

　

お
手
伝
い
が
で
き

　

る
よ
う
に
努
力
し
、

　

邁
進
し
ま
す
。

谷
川
新し

ん

二じ

ま
さ
お

農業委員26名で頑張ります!!
農業委員26名で頑張ります!!

北
川
浩ひ

ろ
お
み臣

❶
久
鹿
・
吉
井（
一
部
）

❷
水
稲
・
葉
タ
バ
コ
・

Ｗ
Ｃ
Ｓ

❸
ゴ
ル
フ
・
カ
ラ

オ
ケ　

❹
農
業
委
員
の
一

年
生
で
す
。
皆
様

の
た
め
に
頑
張
り

ま
す
。
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あ
さ
ぎ
り
町
管
内
で
は
、
令

和
２
年
度
３
月
現
在
で
、
約

11
ha
ほ
ど
の
農
地
が
荒
廃
化
し

て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
毎
年
８
月

と
11
月
に
現
地
調
査
や
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
な
っ
て
お
り
、
放

棄
地
を
確
認
し
た
後
は
、
適
切

な
管
理
を
お
願
い
す
る
な
ど
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
者
の
離
農
や
高
齢
化
、

後
継
者
や
担
い
手
等
の
不
足
に

よ
り
農
地
の
管
理
が
難
し
く

な
っ
て
く
る
と
、
さ
ら
に
山
間

部
お
よ
び
住
宅
密
集
地
内
農
地
等
の
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
て
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
で
お
困
り
の
人

は
、
お
近
く
の
農
業
委

員
ま
た
は
農
業
委
員
会

事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

吉
田　

利
明

10
月
11
日
総
会
後
、（
一
社
）
熊
本
県
農
業
会
議
、
Ｊ
Ａ
く
ま
も
と
中
央
会

よ
り
講
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、
農
業
委
員
と
Ｊ
Ａ
あ
さ
ぎ
り
支
所
担
当

者
と
共
に
農
業
者
年
金
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
４
月
の
改
選
に
お
い
て
新
し
く
農
業
委
員
に
な
っ
た
人
も
多
く
い

る
た
め
、
平
成
13
年
以
前
の
年
金
制
度
か
ら
現
在
の
年
金
制
度
の
仕
組
み
に
つ

い
て
、
ま
た
来
年
度
か
ら
変
わ
る
制
度
内
容
に
つ
い
て
も
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

農
業
者
の
み
な
さ
ん
に

も
っ
と
農
業
者
年
金
に
つ
い

て
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

農
業
委
員
全
員
で
こ
れ
か

ら
も
加
入
推
進
活
動
を
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

農
業
者
年
金
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
人
は
、
随

時
加
入
で
き
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
近
く
の
農
業

委
員
や
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

谷
川　

新
二

遊
休
農
地
へ
の
取
り
組
み

農
業
者
年
金
加
入
推
進

研
修
会
を
受
け
て

委員会
報告
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去
る
11
月
2
日
熊
本
県
県
立
劇
場

に
て
農
業
委
員
会
新
任
研
修
会
が
行

わ
れ
、
本
町
か
ら
も
新
任
委
員
10
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
内
容
は
①

農
業
委
員
会
制
度
と
活
動
事
例
②
農

地
制
度
③
人
・
農
地
プ
ラ
ン
④
農
業

者
年
金
制
度
と
農
業
委
員
会
業
務
に

関
す
る
基
礎
的
な
内
容
で
し
た
。

　

農
業
委
員
に
な
っ
て
７
か
月
。
漠

然
と
し
て
過
ご
し
て
い
た
日
々
に
今

回
の
研
修
は
農
業
委
員
と
し
て
の
在

り
方
を
教
え
て
頂
い
た
研
修
だ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
4
月
1
日
に
施
工
さ
れ

た
改
正
農
業
委
員
会
法
に
伴
い
、
そ

れ
ま
で
の
必
須
業
務
で
あ
る
「
農
地

法
等
の
法
令
業
務
」
に
加
え
「
農
地

利
用
の
最
適
化
の
推
進
業
務
」
が
追

加
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
確
か
に
時
代

の
流
れ
の
中
で
農
家
の
減
少
や
農
業

形
態
が
変
わ
り
、
前
々
か
ら
農
業
の

担
い
手
と
農
業
委
員
が
も
っ
と
親
密

に
な
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
の
中
で
す
ー
っ
と
私

の
胸
に
落
ち
て
き
た
の
は
先
輩
委
員

の
ひ
と
言
で
し
た
。

　
「
今
、
地
域
の
農
家
の
為
に
自
分
は

何
が
で
き
る
か
？
」
こ
の
言
葉
は
、
こ

の
７
カ
月
の
間
に
私
自
身
が
課
し
て

き
た
思
い
で
す
。
先
輩
委
員
の
活
動

事
例
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
今
後
の

活
動
に
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
に
参
加
し
て
、
他
の

農
業
委
員
さ
ん
や
事
務
局
の
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
私
の
出
来
る
こ
と
を

一
歩
ず
つ
進
も
う
と
確
信
で
き
た
研

修
で
し
た
。

橋
口　

京
美

11
月
17
日
、
益
城
町
に
お
い
て
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
づ
く
り
」
の
実
践

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
研
修
や
講
習
会
が

開
か
れ
な
い
中
で
の
久
々
の
研
修
。あ
さ
ぎ
り
町
か
ら
は
会
長
、職
務
代
理
、

各
対
策
班
の
代
表
、
事
務
局
等
8
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
『
思
い
を
カ
タ
チ
に
出
来
る
「
座
談
会
」
の
開
き
方
』
と
題
し
て
、
茨
城

県
東
海
村
の
元
農
業
委
員
会
事
務
局
長
の
澤
畑
佳
夫
氏
を
講
師
に
招
き
、

5
時
間
み
っ
ち
り
と
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

　

座
談
会
と
い
え
ば
、
ま
ず
人
が
集
ま
ら
な
い
、
会
議
が
始
ま
っ
て
も
発

言
す
る
人
は
い
つ
も
決
ま
っ
て
い
る
、
思
い
が
あ
っ
て
も
手
を
上
げ
て
発
言

す
る
勇
気
が
な
い
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

ほ
と
ん
ど
の
座
談
会
が
主
催
者
側
と
参
加
者
側
が
対
峙
し
て
開
催
さ
れ
る

た
め
、対
立
す
る
よ
う
な
重
苦
し
い
雰
囲
気
に
な
る
の
が
一
番
の
原
因
で
す
。

　

今
回
の
実
践
研
修
会
で
は
対
峙
型
の
会
議
で
は
な
く
、
5
・
6
人
で
の

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
同
じ
テ
ー
マ
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
最
後
に
各
グ
ル
ー
プ

の
考
え
を
発
表
す
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。
確
か
に
何
十
人
の
中
で
手
を
上
げ

て
発
言
す
る
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
な
ら
恥

ず
か
し
が
ら
ず
に
自
分
の
思
い
を
伝
え

ら
れ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
の
座

談
会
の
進
め
方
に
つ
い
て
今
回
の
研
修

を
参
考
に
し
て
、
農
業
委
員
と
し
て
提

言
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

田
崎　

洋
一
郎

熊
本
県「
人・農
地
プ
ラ
ン
づ
く
り
」

実
践
研
修
会
報
告

農業　
活動　

農
業
委
員
会
新
任
委
員

研
修
会
に
参
加
し
て
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新規加入者（女性）部門 全国第10位
【（独）農業者年金基金理事表彰】
加入推進目標達成率 350％
団体の部　熊本県第１位
【（一社）熊本県農業会議会長賞】

農業者年金には

保険料の国庫補助対象者と補助額

❶国民年金第1号被保険者
❷年間 60日以上農業に従事
❸ 60 歳未満

加入できます

政策支援加入要件のチェック

下記の要件を満たせば加入できます

★通常加入→要件確認

★政策支援加入

（2万円～ 6万 7千円）

（国庫補助あり）

令和２年度農業者年金加入推進において
受賞しました！

これからも農業者のみなさんのために
加入推進がんばります !!

農業者年金に加入しませんか

★認定農業者の有無 認定農業者 青色申告の場合は政策①

認定農業者 青色申告の場合政策②

認定農業者でない 青色申告の場合は政策④

★ 1年間の所得 900万以下 ○

900万以上 通常加入のみ（ここでチェック終了）

★青色申告者 本人 認定農業者であれば政策①、ないなら政策④

家族 （直系卑属の場合）家族経営協定等があれば政策③

配偶者 家族経営協定があれば政策③

★加入時の年齢 40歳未満 ○

40歳以上 通常加入のみ（ここでチェック終了）

チェックをしてみて
該当するか確認して
みてください！

区分 必要な要件 国庫補助額
35歳未満 35歳以上

1 認定農業者で青色申告者 10,000円（5割） 6,000円（3割）

2 認定新規就農者で青色申告者 10,000円（5割） 6,000円（3割）

3 区分1または2のものと家族経営協定を締結し経営に参画している配偶者または後継者 10,000円（5割） 6,000円（2割）

4 認定農業者または青色申告者のいずれか一方を満たす者で、3年以内に両方を満たすことを約束した者 6,000円（3割） 4,000円（2割）

5 35歳まで（25歳未満の場合は10年以内）に区分1のものとなることを約束した後継者 6,000円（3割）
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農業者年金制度が改正されます
平成14年1月から始まった新たな年金事業（新制度）のみ対象です!

1

2

3
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◆ 地区名

須恵　覚井

◆ 経営形態

イチゴ・きゅうり・水稲

◆ 加入した年

昭和４７年

◆ 未加入者へ一言

農家の老後の安心・楽しみのために、ぜひ夫婦で加入
を！！

◆◆ 地区名

須恵　覚井

◆◆ 経営形態

イチゴ・きゅうり・水稲

◆◆ 加入した年

昭和４７年

◆ 未加入者へ一言

農家の老後の安心・楽しみのために、ぜひ夫婦で加入
を！！

農業者年金
受給者
インタビュー

荒木 泰
たいすけ

輔さん・美
み ほ

穂さん

久保田 久
ひ さ お

男さん

◆ 地区名

◆ 加入した年

◆ 経営形態

◆ 加入したきっかけ

上西　清水

平成23年・平成24年

葉タバコ・水稲・麦・大豆等

◆ 加入したきっかけ

父が農業者年金に加入していたので、就農時に話を聞
いたことがきっかけ。

◆ 農業者年金のメリット

税制面の優遇処置があり、保険料の額はいつでも変更
可能なところ。

父の勧めもあり、成人してすぐ加入しました。50歳
の時に制度改正があり、大きな転換期でしたが、今に
して思うと、継続して加入したことは良かったと思う。

◆ 農業者年金のメリット

65歳で経営移譲し、まだまだ忙しい毎日ではあるが、
受給していることで心のゆとりが少しできた事。

◆ 未加入者へ一言

就農された人はぜひ加入しましょう !

農業者年金
加入者
インタビュー

荒木 泰
たいすけ

輔さん・美
み ほ

穂さん

◆ 地区名

◆ 加入した年

◆ 経営形態

上西　清水

平成23年・平成24年

葉タバコ・水稲・麦・大豆等

◆ 加入したきっかけ

父が農業者年金に加入していたので、就農時に話を聞
いたことがきっかけ。

◆ 農業者年金のメリット

税制面の優遇処置があり、保険料の額はいつでも変更
可能なところ。

◆ 未加入者へ一言

就農された人はぜひ加入しましょう !

農業者年金

インタビュー
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利用権設定の更新について
　農地の利用権設定更新の際には、地区担当農業委員が所有者、耕作者の自宅に伺い、契約
書を持参して押印をいただいています。流れは下記のとおりです。

所有者

所有者

耕作者

耕作者

契約の終了通知送付
（農業委員会から）

契約の終了通知送付
（農業委員会から）

内容を確かめて
契約書に押印する

内容を確かめて
契約書に押印する

（契約内容変更の場合は担当農業委員に知らせる）

担当農業委員が契約書を持参

契約書は、担当農業委員から農業委員会へ
※担当農業委員が巡回するまでに更新の有無や小作料の内容について、双方で必ず話し合っておいてください。
※不在にされている場合には、不在票をポストなどに入れておきますので、ご確認をお願いします。
※町外在住者には、農業委員会から送付で対応します。
※更新されない場合は、農業委員会までご連絡ください。
※新規契約については、随時受け付けており、契約書は農業委員会で作成します。

終了通知送付から翌月
10日前後までに農業
委員が巡回します

更新の有無、小作料（契約年数、小作料、支払い方法）について双方で話し合う

違反転用

NO
農地転用とは…
農地を農地以外にすること、農地の形状などを変更して住宅、工場、商業施設、
道路等にすることを『農地転用』と言います。また、農地の形状を変更しない場
合でも、資材置場、駐車場のように耕作目的以外に使用することも含まれます。

農用地区域内の農地については原則で認められませ
ん。転用を検討する場合には、除外の手続きが必要
になります。

農地を転用するにはどうしたらいいの？Q
A所有者自らが農地を転用する場合→農地法第４条の手続き
所有者以外が農地を転用する場合→農地法第５条の手続き
その後、許可が必要になります。

罰則はあるの？Q
A３年以下の懲役または300万円以
下の罰金（法人は１億円以下）が適
用されることがあります。

許可を受けず転用したら？Q
A工事の中止または原状回復、その他違反行
為の更生のために必要な措置を命じます。

農地を転用する前に、農業委員会へご相談ください。農地を転用する前に、農業委員会へご相談ください。
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農業現場に役立つ旬の情報をお届けします !
購読してみませんか？
全国農業新聞は地域農業者の代表機関である農業委員会ネット
ワークが発行する週刊の農業総合専門誌です。
発行日　毎週　金曜日
購読料　１ヵ月　７００円（送料　税込み）
◎購読申し込みは、農業委員会事務局まで
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田
崎　

洋
一
郎
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業
振
興
対
策
班

班
長

田
崎　

洋
一
郎

副
班
長
井
手　

久
美
子

中
村　

　

好
文

谷
川　

　

新
二

緒
方　

　

信
三

北
川　

　

浩
臣

吉
田　

　

利
明

宮
原　

　

久
子

橋
口　

　

京
美

あ
っ
た
年
の

編
集
後
記

編
集
後
記

・白ネギ（７センチカット）　適宜
・豚ばら肉　適宜

・塩コショウ

合わせておく
・砂糖
・しょうゆ
・みりん

♪白ネギの肉まきまき

～おかずバージョン～

～おつまみバージョン～

❶ 7cmにカットした白ネギを豚バラ肉で巻
 く。
❷ フライパンに油をひき、①を並べ、表面に
 焼き色がついたら、合わせておいた調味料
 を入れ、フタをして蒸し焼きしたら出来上
 がり！

❶ カットした白ネギを豚バラ肉で巻き１cm
 にカットする。
❷ フライパンに油をひき、①を並べ、表面に
 焼き色がついたら、塩コショウをしてフタ
 をして蒸し焼きしたら出来上がり！

材 料

レ シ ピ

作ってみてみて！

農家の時短レシピ

お好みで、ゆずこしょうやポン酢、田楽みそをつけて食
べてもおいしですよ！大人も子どもも大好き！時間がな
い時にぜひお試しください！

大人も子どももだいすき大人も子どももだいすき

レシピ提供　井手 久美子


